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１．はじめに 

 

現在，我が国では，中枢管理機能の東京一極集中，

産業構造転換の遅れや生産機能の流出などの活力低下

が課題となっている．そのため，様々な都市再生のプ

ロジェクト1)が行われている．その主要都市のひとつ

である大阪では，水の都大阪の再生，観光立都・大阪

宣言など，観光資源強化や都市の魅力向上を図り，都

市の活性化2)を目指している． 
古くから大阪は，瀬戸内海に臨む淀川の河口に開け

ていることから，地形と水運を活かした街づくりが進

められてきた．江戸時代には，諸藩の蔵屋敷に水路で

年貢米が運ばれていたことから，江戸の八百八町や京

都の八百八寺と並んで，浪華の八百八橋といわれるほ

ど橋と水路が発展し，日本全国の物流が集中する経済，

産業や商業の中心地として栄えた．近代以降も，水害

対策，緑地整備，道路計画や近代建築など多方面での

発展があり，歴史的建造物と地域固有の文化特性とを

有する多様な景観上の資産が築かれている． 
 

しかし，現在は多くの区画が高速道路の高架構造物

によって覆われ，川面もその橋脚により分断されてい

る．経済発展の効率化を目指し，車社会を優先して整

備された高速道路であるが，高架道路橋が多く，大阪

の都市景観全体に大きな影響を与えている．例えば，

祭時には数十万の人出がある堀川戎神社の前も高架道

路橋が頭上を覆っている状態であり，街並みに圧迫感

を与えている．  

近年，国内外で高架道路橋を移設した景観再生が取

り組まれており，成功事例が発現してきている．国内

では，重要文化財である日本橋地域を対象に，世界に

発信できる文化，伝統の維持と活用にふさわしい景観

のため，高架道路橋の移設が議論されている．そこで

は，歴史的景観の保存運動，周辺美化，路地の石畳提

案や石の購入費負担など，地元が主体的になって街づ

くりに取り組んでいる3)． 
国外では，ボストンのビッグディッグ事業4)を始め，

デュッセルドルフの国道地下化整備事業5)，また，ソ

ウルでは高速道路の支線部を撤去し，覆蓋された清渓 
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川の復元事業6)7)が行われている．これらの事業による

新たな空間には，オープンカフェの設置，歩行空間の

創出や緑地整備など，景観向上への誘導策が実施され，

街に活気が生まれ成果を上げている．このような国内

外の事例も踏まえ，地域社会の持続可能な発展に寄与

できる活発な取り組みが望まれる． 

本研究は，観光立都・大阪の美しい景観づくりを考

える一案として，歴史的な有形文化財を活用した魅力

ある空間創出に向けた計画案の提案を目標とした．本

稿は，その第一報として，観光都市の魅力創造のコン

セプトの下，現況の景観および高架道路橋を地下化し

た景観を 3 次元バーチャルリアリティ（以下，「3D-VR」
という．）技術を用いて可視化し，景観や都市活動を

考察する． 
 

２．3D-VR による都市空間設計 

 
本研究では，前述の計画案を提言するため，景観向

上による効果が期待される福島，南森町および中之島

の 3 つの区画（図-1）を検討対象とした．この 3 区画

の都市空間の現況再現と計画案とを 3D-VR 技術を用

いて可視化し，任意視点から魅力ある空間を検討する．  
3D-VR データの作成は，図-2 に示すとおり，点群デ

ータ取得，現地調査と並行して進めた．大阪市の中心

部には，航空写真の球面補正を行ったデジタルオルソ

画像を貼り付け，現況の地盤，道路や建物などはポリ

ゴンモデルで作成した． 

各所の道路は，必要に応じて，実態に即した走行シ

ミュレーションが可能な構造となるように作成した．

また，都市景観上重要な鉄道，水上交通のための河川，

観光や賑わいのために重要な要素である商店街などの

歩道も作成した．これらの道路は，すべて 3D-VR デー

タ上で走行あるいは歩行し，実際の空間と同じ視点で

動的に景観を確認することができる．主要区画の建物

は，現地取材写真を加工して現況建物のポリゴンモデ

ルを作成し，3D-VR データ上に配置した．主要道路か

ら離れた範囲は，その地域の標準的な建物を配置した． 
これらの要素を複合して現況の3D-VR データを作

成した後，計画案の3D-VR データの作成に着手した．

今回の考察に用いる計画案は，高架道路橋を地下化8)

し，地上は公園などの憩いの空間とすることを基本方

針とした．また，景観の切り替え機能を使用し，現況

景観と高架道路橋の地下化後の計画案とを瞬時に比較

できる3D-VR データに設定した． 
 

３．点群データを活用した道路表現 

 

都市空間の魅力創造の議論を継続的に進めていく中

で，臨場感ある走行シミュレーションなど，3D-VR デ

ータに求められる用途が拡大していくことが想定され

る．このため，本研究では，可能な限り高精度な 3D-VR
データを作成することとした．今回は，計画案で着目

している高架道路橋を対象に，Mobile Mapping System
高精度 GPS 移動計測装置 9)を用いて現地を計測した．

そして，取得した高密度の点群データを用いて座標値

や形状を照合したポリゴンモデルとして設定した

3D-VR データを作成した．なお，点群データは，保持

する RGB 色情報，傾斜や高さ変化などから，図-3 に

示すような複雑な路面状況，道路標識，情報板，遮音

壁や路面標示などを抽出し，それらを 3D-VR データ上

に表示させることも可能である．点群データおよび

3D-VR データは，複合表現も可能であり，3D-VR デー

タに配置した点群データ上を走行し，移動景観を確認

できる．また，点群データは，多様な用途に応えられ

る国土基盤データとしての側面もある．例えば，点群

データ上の道路の解析が可能であり，道路の中心線点

列を抽出し，道路線形に変換できる．そして，道路面

を生成し，3D-VR データ上で走行することができる．

今回，本研究で計測したのは高架道路橋のみであった

が，今後，地上道路の点群データも取得し，3D-VR デ

ータとの連携により，効果的な景観検討への利用が期

待できる． 
 

４．現況確認と計画案検討 

   
観光立都・大阪の美しい景観づくりを考える一案と

して，今回は，高架道路橋を地下化し，地上は公園な

どの憩いの空間とする計画案を作成し，現況との景観

や都市活動を比較した．区画ごとの現況および計画案

を以下に示す． 

（１）福島区画（JR 大阪駅西側） 

福島区画のうち，図-4 の現況に示す阪神高速道路の

梅田料金所付近は，高架道路橋が TKP ゲートタワービ

ル内を貫通している有名な空間である．現況の高架下

は，駐車場などに利用されている． 

図-4 の計画案では，高架道路橋を地下化することで，

圧迫感が改善され見通しもよくなった．橋脚跡地は

TKP ゲートタワービルのある区画のみでも約 0.5ha と

なり，これを緑化整備後，歩行者道路や休憩施設，樹

木などを設置することで公園として利用可能である．

また，オフィス街のリフレッシュスペースとして，開

放的で軽やかな空間を提案し，打ち合わせや商談にも

利用される状況を描いた．  
（２）南森町区画（JR 大阪駅南東側） 

南森町区画は，図-5 の現況に示す高架道路橋以外に

一般道のアンダーパスが断続的に存在する自動車主体

の空間となっている．歩道幅員も狭く，街並みに圧迫

感を覚えている人もいる． 
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図-1 3D-VRデータ作成範囲 

中之島南部 

中之島東部 

図-3 点群を用いた現況表現 

 
現況 

計画案 

図-5 南森町区画の現況と計画案 

 

図-2 3D-VRデータの作成フロー 

計画案 

現況 

図-4 福島区画の現況と計画案 

 

計画案 

現況 

図-6 中之島区画の現況と計画案 

 

3D-VR データ作成 
 
・地形データ作成 
・点群データ設定 
・航空写真加工配置 
・現況道路作成 
・信号，街路灯，植栽など整備 
・沿線モデル配置 
・各計画案の 3D-VR データ作成 

3D-VR シミュレーション設定 
 
・景観視点，飛行ルート設定 
・交通量，信号制御設定 
・景観検討のための設定 
・歩行・運転視点からの検討 

計画案検討比較 

GPS 移動計測 
点群データ取得 

点群データ調整 

-点群間引き 

-インポート 

現地調査 

現地写真撮影 

沿線建物作成 
-取材写真加工 
-3D モデル作成 

研究計画 
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図-5の計画案では，高架道路橋の地下化に加え，ア

ンダーパスを蓋掛した．創出された跡地には，植樹に

よる緑化，モニュメントや噴水，野外ステージや遊歩

道を整備した．ここでは，札幌大通のような明るく安

全な大通公園10) 11)を参考にデザインした．近隣には，

天神橋筋商店街，大阪天満宮や堀川戎神社といった名

所が多数存在するため，それらを繋ぐ新たな観光ルー

トとして地域に密着した都市活動が可能となり，憩い

の場としてのみならず，来訪者と共に楽しむ場として

の活用12)を描いた． 
（３）中之島区画（JR 大阪駅南側） 

中之島区画は，大小様々な橋が架かった水都大阪を

象徴する空間である．川沿いに高架道路橋が通り，図

-6 の現況に示すように，堂島川の一部を通るように橋

脚が配置されているため，一般道の橋からの景観に閉

塞感が生じている． 

図-6 の計画案では，浪華八百八橋の魅力を現代に再

生することを目標とし，水路利用の活性化と親水空間

を設営した．川沿いの景観は緑化を行い，地上から川

床に降りられる河川空間とした．各所には憩いの場と

してのテラスとオープンカフェ，交通手段としての河

川利用の活性化を狙った川の駅を設置し，歴史的建造

物が多い中之島地区の景観を活かし，川と橋の運用を

主体としたオープンな空間を描いた． 

 

５．考察 

 
3D-VR データを用いて，高架道路橋のある現況の再

現と，高架道路橋の地下化後の計画案を作成した．

3D-VR データの空間上を歩行・走行しながら現況の景

観と計画案の景観とを同一視点で比較することにより，

対象とする区画の特性が鮮明になった．観光都市であ

る大阪の魅力を活かした各計画案を視覚的に表現する

ことで，広く一般の人々にも魅力や問題点を提示でき

ることは大きな利点であり，議論の活性化と合意形成

の促進に寄与する．一方，地下化する高架道路橋は，

道路構造の変更などの交通機能の強化策の検討も可能

である．将来的な展望としては，現在の都市部が抱え

る交通渋滞による経済損失の改善も含め，大阪全体と

しての財政改善に寄与できると考える． 
本研究で作成した 3D-VR データの用途は広く，群集

解析，動線解析，防災計画，公共サービスの実施検討

など，都市空間データベースとして継続的に活用でき

る汎用性と，多岐に渡る有用性とを持つものと考えら

れる． 
 

６．おわりに 

 
本稿では，観光立都・大阪の美しい景観づくりを考

える一案として，高架道路橋を地下化し，地上は公園

などの憩いの空間とする計画案を作成し，景観や都市

活動を考察した．これを実現するには，費用面も含め

た構造検討，道路網としての経済効果検討など，さら

に多くの調査や専門家との連携が必要となる． 

今後は，これらの課題を解決する合意形成の促進ツ

ールとして活用できる 3D-VR データへの発展を目指

す．そして，美しく賑わいのある観光都市・大阪の実

現に向けて，地上部緑化，歩行空間の確保，周辺環境

の改善，水辺空間の創出などの多角的観点から，3D-VR
データによる様々なシミュレーションを実施し，さら

に市民を交えた合意形成の促進に繋げられるよう取り

組む． 
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